
嘉遯翁遺愛碑
か と ん お う い あ い ひ

 

 

指定種別：市指定文化財 

指 定 日：昭和 53 年 11 月 28 日 

所 在 地：釜石市唐丹町字大曽根 

制 作 年：天保７(1836)年 

寸  法：高さ 152 ㎝ 上部幅 58 ㎝  

下部幅 69 ㎝ 奥行 20㎝ 

銘  文：下記参照 

 

 

 嘉遯翁遺愛碑は、隠居後嘉遯と号した葛西昌丕が没して、三月後の天保７(1836)年５月

に、昌丕の姪安基と門弟の葛西徳義、角地信近などが、昌丕の偉業をたたえ、その概要を

儒者久子翠峰に文および書を依頼し建てたものです。 

 昌丕の墓碑によると、もともとこの碑は白崎にある隠居屋敷である「奇巖亭」に建てら

れていました。碑文には「奇巖亭」の様子や昌丕の学問の領域、人となりなどが記されて

います。 

 昌丕は測量之碑のほか、天照御祖神社の由来を刻んだ常龍山碑や扁額に歌を残し、学問

領域が広かっただけでなく、西村屋の屋号で代々吉右衛門を名乗る唐丹村では有力な家で

あったことから、天明の飢饉に際し、村民救済事業として新道峠の開削を行い、庚申塔を

建立しています。 
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